
　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕

生
は
、
国
際
政
治
が
企
業
経
営
に
と
っ
て
の

リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ま

し
た
。
尖
閣
諸
島
国
有
化
時
に
中
国
で
日
系

企
業
が
受
け
た
損
害
や
、
最
近
で
は
中
国
市

場
で
の
韓
国
企
業
へ
の
圧
力
を
挙
げ
る
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た

政
治
的
・
地
政
学
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
企
業

の
戦
略
・
組
織
的
対
応
で
す
。
リ
ス
ク
は
、

戦
争
・
占
領
・
接
収
・
封
鎖
・
経
済
制
裁
・

ボ
イ
コ
ッ
ト
等
、
多
様
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
、
決
し
て
自
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
経
営
史
家
は
、
十
九
世
紀
に
成
立
し
た

「
第
一
次
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
」
が
、
第
一
次

大
戦
と
大
恐
慌
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭

で
瓦
解
し
た
と
み
て
い
ま
す
。
今
日
の
「
第

二
次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
行
方
や
、
そ
こ
で

の
政
策
対
応
や
企
業
経
営
を
考
え
る
時
、
歴

史
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

実
際
に
分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
二
度
の

大
戦
で
戦
場
と
な
っ
た
欧
州
の
多
国
籍
企
業

の
組
織
と
戦
略
、
そ
れ
に
会
社
法
と
税
制
の

歴
史
で
す
。
企
業
組
織
に
つ
い
て
は
、
半
世

紀
前
の
Ａ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
業
績
以
降
、

先
進
的
な
現
代
企
業
が
、
多
角
化
・
国
際
化

へ
の
対
応
の
中
で
事
業
部
制
を
構
築
し
た
こ

と
が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
観
点
で

は
、
分
権
的
な
持
株
会
社
形
態
を
維
持
し
た

欧
州
企
業
は
「
遅
れ
た
」
存
在
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
や
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
評
価
は
変

わ
り
ま
す
。
持
株
会
社
は
欧
州
で
も
19
世
紀

末
に
登
場
し
ま
す
が
、
多
く
は
「
中
立
的
」

な
小
国
に
設
け
ら
れ
、
国
境
を
跨
ぐ
合
併
で

も
多
用
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
や
事
業
の
国
籍

を
「
中
立
化
」
し
事
業
や
株
主
を
保
護
す
る

手
段
に
持
株
会
社
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
地
政
学
リ
ス
ク
や
市
場
分
断
へ
の
対
応

で
は
合
理
的
な
組
織
だ
っ
た
の
で
す
。

　

第
一
次
大
戦
で
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化

し
、
し
か
も
戦
後
も
続
き
ま
し
た
。
各
国
へ

の
市
場
の
分
断
と
、
戦
争
を
契
機
に
深
刻
化

し
た
課
税
負
担
に
対
応
す
る
た
め
、
多
く
の

企
業
が
持
株
会
社
組
織
を
導
入
し
、
税
負

担
の
軽
い
特
定
の
小
国
に
持
株
会
社
を
設
け
、

在
外
子
会
社
資
産
を
移
し
ま
す
。
第
二
次

大
戦
中
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
欧
州
で
覇
権
を

握
る
と
、
こ
れ
ら
の
資
産
は
接
収
回
避
の
た

め
に
大
西
洋
を
越
え
て
中
南
米
な
ど
に
移
さ

れ
、
世
界
規
模
の
組
織
構
造
が
構
築
さ
れ
ま

し
た
。
ネ
ス
レ
や
ロ
シ
ュ
、
ユニ
リ
ー
バ
や
ロ
イ
ヤ

ル
・
ダ
ッ
チ
・
シェル
と
いっ
た
有
力
企
業
が
、
こ

う
し
て
交
戦
陣
営
の
双
方
で
事
業
を
継
続
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
構
造
の
多
く
は
第
二

次
大
戦
後
も
東
西
冷
戦
下
で
80
年
代
ま
で
維

持
さ
れ
、
欧
州
企
業
の
分
権
的
構
造
を
規
定

し
続
け
ま
し
た
。

　

租
税
回
避
の
手
段
と
政
治
リ
ス
ク
回
避
の

手
段
が
重
な
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
国
家
主
権

と
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
利
害
の
相
克
の
焦
点

で
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
欧
州
や
中
南
米
の

小
国
・
租
税
回
避
地
が
有
利
な
税
制
と
柔
軟

な
会
社
法
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
提
供
し
た
こ

と
も
注
目
に
値
し
ま
す
。
税
制
・
会
社
法
で

の
国
際
的
な
制
度
移
転
が
、
多
国
籍
企
業
の

お
膳
立
て
で
な
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
と
負
の
側
面
の

双
方
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
主
題
の
奥
行
き

は
深
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
並
ぶ
私
の
第
二
の
研
究
領
域
は
、

国
際
比
較
産
業
史
で
す
。「
各
産
業
に
お
い

て
、
競
争
力
は
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
。

ま
た
世
界
の
ど
の
地
域
・
国
が
、
ど
の
よ

う
な
理
由
で
競
争
力
を
持
ち
、
そ
れ
は
ど

う
変
化
し
て
き
た
の
か
」
が
そ
の
問
い
で

す
。
大
型
の
科
研
費
（
競
争
的
資
金
）
を
獲

得
し
、
国
内
13
名
、
世
界
で
は
30
名
超
の
研

究
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、
５
年
間
の
共
同
研

究
を
実
施
し
ま
し
た
。
最
近
、
そ
の
成
果

の
一
部
を
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
史　

国
境

黒
澤 

隆
文

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・

経
済
学
部
教
授

を
越
え
る
産
業
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
刊
、
写
真
）、

英
語
の
書
籍
と
し
て
は
、Industries and 

Global Com
petition: Business Beyond 

Borders 

（Routledge, 

近
刊
）
に
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　

主
要
産
業
の
全
て
を
国
内
に
持
つ「
フ
ル
セ
ッ

ト
型
」
産
業
構
造
を
有
し
た
日
本
で
は
、「
産

業
」
を
単
位
に
経
済
や
経
営
を
み
る
視
点
が

強
く
、「
産
業
史
」「
産
業
論
」
研
究
が
盛
ん

で
す
。
こ
の
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
資
産
を

生
か
す
べ
く
、
自
ら
担
当
し
た
幾
つ
か
の
個
別

産
業
研
究
と
は
別
に
、「
産
業
と
は
何
か
」「
産

業
を
捉
え
る
た
め
に
は
如
何
な
る
方
法
・
概

念
が
必
要
か
」を
考
え
て
み
ま
し
た
。経
済
学・

経
営
学
の
世
界
に
は
、「
企
業
の
理
論
」
は
あ

り
ま
す
が
、「
産
業
の
理
論
」
は
存
在
し
ま

せ
ん
（
産
業
組
織
論
は
個
別
産
業
の
特
性
を

問
題
に
し
な
い
）。
先
行
研
究
が
無
い
中
で
蛮

勇
を
振
る
って
論
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
論
考
に
は
海
外
研
究
者
か
ら
多
く
の
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。
一度
区
切
り
を
つ
け
た
主

題
で
す
が
、
今
後
も
産
業
史
研
究
を
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
グ
ロ
ー
バル
経
営
史　

国
境
を
越
え
る
産
業
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
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